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『
日
本
近
代
史
辞
典
』
で
、
今
井
嘉
幸
の
名
は
、
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
の
推
進
者
で
あ
っ
た
「
蕊
明
会
」
の
当
初
の
会
員
と
し
て

「
今
井
嘉
幸
・
新
渡
戸
稲
造
・
穂
積
重
造
・
大
山
郁
夫
等
塑
名
」

と
し
て
出
て
く
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
こ
こ
に
並
ぶ
名
前

か
ら
今
井
嘉
幸
の
位
置
が
な
み
な
み
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
は
ず
だ
。
そ
の
後
、
平
凡
社
刊
の
『
大
人
名
辞
典
』

を
繰
っ
た
が
や
は
り
出
て
こ
な
い
。
こ
の
人
名
辞
典
は
比
較
的
多

く
現
代
人
を
含
む
と
こ
ろ
か
ら
し
ば
し
ば
厄
介
に
な
る
辞
典
な
の

で
あ
る
。
い
さ
さ
か
焦
り
気
味
で
、
各
種
の
文
献
を
漁
る
の
だ
が
、

今
井
嘉
幸
の
名
は
ヨ
ウ
と
し
て
姿
を
見
せ
な
い
。
そ
う
し
た
時
期

に
、
朝
日
新
聞
神
戸
支
局
の
「
夜
あ
け
の
人
び
と
八
兵
庫
百
年
Ｖ
」

の
連
載
が
は
じ
ま
っ
た
。
私
は
そ
の
中
に
今
井
嘉
幸
を
加
え
る
こ

と
を
極
力
頼
ん
だ
。
新
聞
社
の
調
査
力
に
よ
っ
て
少
し
で
も
彼
の

全
貌
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
手
許
の

僅
か
な
メ
モ
と
、
未
亡
人
が
吹
田
市
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と
を

告
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
ひ
と
は
不
思
議
に
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

今
井
嘉
幸
は
戦
後
ま
で
生
き
、
親
交
の
あ
っ
た
人
も
多
か
っ
た
こ

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
輝
け
る
指
導
者
今
井
嘉
幸
と
い
っ
て

も
、
も
う
知
ら
な
い
人
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
私
な
ど
の
知

っ
た
こ
ろ
は
、
住
い
が
、
鯉
川
筋
を
上
っ
て
、
市
電
を
越
え
た
今

の
灘
神
戸
生
協
山
手
支
店
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
た

し
か
洋
館
建
て
の
家
で
な
か
っ
た
か
、
と
き
に
主
人
の
姿
も
見
か

け
た
よ
う
に
も
思
う
。

今
井
嘉
幸
の
名
は
、
人
名
辞
典
・
歴
史
辞
典
の
類
に
不
思
議
と

出
て
こ
な
い
。
最
初
の
発
見
（
？
）
は
、
京
都
大
学
国
史
研
究
室
編

の
『
日
本
近
代
史
辞
典
』
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ん

と
は
な
し
に
、
〃
普
選
博
士
″
の
異
名
は
、
犬
養
毅
、
尾
崎
行
雄

に
並
ぶ
政
治
家
を
思
わ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
事
実
、
大
正
九

年
一
月
八
日
の
大
阪
中
之
島
で
の
、
関
西
労
働
連
盟
に
よ
る
「
普

選
促
進
期
成
大
会
」
に
は
、
向
上
会
・
鉄
工
組
合
・
友
愛
会
・
鉄

心
会
の
デ
モ
の
先
頭
に
、
カ
ー
キ
色
の
乗
馬
服
に
身
を
か
た
め
て

馬
上
行
進
し
た
も
の
だ
。
尾
崎
行
雄
も
こ
の
と
き
コ
ゲ
茶
の
マ
ン

ト
に
「
普
選
要
求
」
の
タ
ス
キ
を
か
け
て
労
働
者
の
列
に
伍
し
た

（
こ
れ
は
一
一
月
八
日
神
戸
で
も
お
こ
な
わ
れ
た
）
。

●
パ
イ
オ
ニ
ア
神
戸
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×

今
井
嘉
幸
は
愛
媛
県
周
桑
郡
小
松
町
南
川
に
生
ま
れ
、
松
山
中

学
で
、
夏
目
減
石
に
英
語
を
教
わ
り
、
『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
〃
バ
ッ

タ
事
件
″
の
首
謀
者
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
な
か
な
か
き
か

ぬ
気
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
苦
学
し
な
が
ら
一
高
を

経
て
、
東
京
帝
大
独
法
科
を
卒
業
。
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
と
な

と
で
あ
り
、
未
亡
人
も
娘
さ
ん
も
お
ら
れ
て
、
ど
う
し
て
そ
う
な

の
か
と
。
し
か
し
、
実
際
は
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
幸
い

吹
田
市
の
未
亡
人
の
う
ち
に
は
、
未
完
の
自
伝
「
五
十
年
の
夢
」

が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

普
選
運
動
を
お
こ
し
た
当
時
の
新
聞
。
馬
上
か
ら
先
頭
に
立
っ
て
運

動
に
加
わ
っ
た
今
井
嘉
幸
へ
左
の
円
型
写
真
）
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

×

×

っ
た
が
、
清
国
政
府
に
招
か
れ
て
天
津
北
洋
法
政
堂
司
法
制
度
教

官
と
し
て
中
国
に
お
も
む
い
た
。

．
、
司
法
官
と
な
る
二
、
柔
道
初
段
の
免
許
を
受
け
る

三
、
一
年
志
願
と
し
て
入
営
す
る
四
、
清
国
に
招
へ
い
さ

れ
る
五
、
法
学
博
士
と
な
る
六
、
弁
護
士
開
業
七
、

代
議
士
に
当
選
八
、
再
び
大
陸
に
入
る
九
、
大
統
領
と

な
る
十
、
英
雄
学
を
著
述
す
る

こ
れ
に
依
っ
て
私
の
力
が
、
世
界
進
歩
の
為
に
何
物
か
を
貢

献
す
れ
ば
望
承
足
る
。
」

こ
れ
は
、
東
京
帝
大
独
法
科
卒
業
の
日
、
そ
れ
は
明
治
四
十
三
年

の
こ
と
、
洋
服
が
な
い
た
め
に
、
天
皇
陛
下
臨
席
の
卒
業
式
に
出

ら
れ
な
か
っ
た
く
や
し
さ
を
押
し
こ
ろ
し
な
が
ら
書
い
た
「
人
生

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
だ
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
へ
渡

っ
て
の
ち
の
も
の
で
な
い
か
と
私
に
は
思
え
る
。
そ
れ
は
と
に
か

く
嘉
幸
自
身
「
五
十
年
の
夢
」
の
中
で
「
右
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
終
り

の
三
段
は
不
可
能
と
な
っ
た
が
、
残
り
は
文
字
通
り
に
実
現
さ
れ

た
ｏ
」
と
言
っ
て
い
る
。

両
親
か
ら
た
え
ず
「
板
垣
さ
ん
の
よ
う
な
偉
い
人
に
な
れ
、
代

議
士
に
な
っ
て
大
臣
に
な
れ
」
と
励
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ

の
一
念
が
、
郷
土
の
先
輩
の
玄
関
番
を
し
な
が
ら
、
苦
労
し
て
大

学
を
出
、
右
の
よ
う
な
「
人
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
書
か
せ
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
偉
人
英
雄
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
は
異
常
な
ま
で
の

も
の
が
あ
っ
た
。
幼
い
時
か
ら
中
国
に
興
味
を
も
ち
『
三
国
志
』

『
水
耕
伝
』
な
ど
の
英
雄
伝
を
読
承
あ
さ
り
、
そ
の
あ
げ
く
は
中

国
の
大
統
領
に
な
る
ん
だ
と
い
う
、
と
て
つ
も
な
い
夢
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
し
ょ
せ
ん
幼
い
夢
で
し
か
な
か
っ
た
。
大
正

三
年
に
一
た
ん
帰
国
、
再
び
孫
文
ら
の
革
命
政
府
に
顧
問
と
し
て

招
か
れ
て
か
ら
の
嘉
幸
は
、
い
つ
ま
で
も
そ
ん
な
幼
い
夢
を
持
っ

て
い
た
わ
け
で
な
か
っ
た
。

今
井
嘉
幸
の
名
が
一
般
に
知
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
の
は
、

大
正
六
年
の
代
議
士
当
選
と
、
大
正
七
年
の
蕊
明
会
の
発
足
だ
と

×

×

× ’
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○
Ｆ
沙
噌

い
っ
て
も
よ
い
。
大
正
六
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙
は
、
寺
内
ピ
リ

ケ
ン
内
閣
の
も
と
で
の
干
渉
選
挙
で
あ
っ
た
。
政
友
会
の
大
勝
に

帰
し
た
こ
の
選
挙
で
、
今
井
は
理
想
選
挙
を
標
梼
し
、
こ
れ
を
実

行
し
て
見
事
栄
冠
を
え
て
い
る
。
蕊
明
会
は
、
米
騒
動
の
あ
と
、

吉
野
作
造
、
福
田
徳
三
ら
と
組
ん
で
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
を
推
進

す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
最
初
の
会
員
は
二
十
三
名
、

解
散
時
の
大
正
九
年
に
は
四
十
二
名
の
会
員
を
擁
し
て
い
る
。

『
中
央
公
論
』
や
『
解
放
』
に
拠
っ
て
論
陣
を
張
っ
た
が
、
大
正

×

’
3９

今
井
嘉
幸
の
住
居
が
あ
っ
た
中
山
手
４
丁
目
付
近
。
灘
神
戸
生
活
協
同
組
合
山
手

支
部
に
ゆ
ず
っ
た
家
屋
は
、
現
在
、
〃
く
み
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
″
に
な
っ
て
い
る
。

×

霊

§ 柚

八
年
一
月
か
ら
毎
月
講
演
会
を
持
ち
、
相
当
の
聴
衆
を
集
め
て
い

る
。

忠冒

鍵 蕊蕊蕊 蕊蕊

大
阪
で
弁
護
士
を
開
業
し
て
い
た
今
井
は
、
中
央
で
の
そ
う
し

た
活
動
に
十
分
参
加
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
代
議
士
と
し
て
は

議
会
で
、
普
選
法
案
提
出
の
代
表
と
し
て
提
案
理
由
を
説
明
、
原

敬
首
相
と
論
舌
鋭
く
わ
た
り
あ
っ
て
い
る
。
〃
普
選
博
士
〃
と
い

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
原
内

閣
は
こ
の
法
案
を
退
け
て
議
会
を
解
散
し
た
。
こ
の
選
挙
に
お
い

て
、
時
の
文
相
中
橋
徳
五
郎
と
争
っ
て
破
れ
た
。
彼
は
、
「
普
選

で
な
け
れ
ば
議
会
も
政
治
も
改
ま
ら
な
い
」
と
考
え
て
、
「
普
選

が
実
現
す
る
ま
で
は
立
候
補
を
断
念
す
る
」
と
宣
言
。
以
後
は
労

働
運
動
の
指
導
に
当
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
井
嘉
幸
と
労
働
運
動
と
の
か
か
わ
り
合
い
は
早
か
っ
た
。
大

正
八
年
の
六
月
、
関
西
労
働
同
盟
会
の
主
催
で
労
働
問
題
討
議
会

が
神
戸
基
督
教
青
年
会
館
で
開
か
れ
、
選
出
さ
れ
た
代
議
員
三
○

○
名
を
左
党
・
右
党
に
わ
け
た
と
き
、
そ
の
議
長
を
つ
と
め
た
り

し
て
い
る
し
、
講
演
会
な
ど
に
も
よ
く
そ
の
名
を
出
し
て
い
る
。

し
か
し
、
労
働
運
動
に
密
着
し
て
く
る
の
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

大
正
一
○
年
の
川
崎
・
三
菱
の
大
争
議
か
ら
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

大
正
一
○
年
六
月
二
十
六
日
楠
公
前
日
本
劇
場
（
の
ち
の
八
千

代
座
）
で
、
神
戸
労
働
組
合
連
合
会
主
催
の
第
四
側
労
働
者
大
会

が
ひ
ら
か
れ
て
い
る
。
長
期
に
わ
た
る
大
阪
の
藤
永
田
造
船
所
争

議
の
あ
と
を
う
け
て
の
大
会
で
あ
る
。

「
大
阪
造
船
労
働
組
合
、
対
藤
永
田
造
船
所
の
労
働
争
議
も

多
数
の
ギ
セ
イ
者
と
四
旬
に
わ
た
る
長
日
時
を
費
し
て
漸
く

こ
こ
に
解
決
を
告
げ
た
。
〃
勝
つ
に
非
ず
ん
ぱ
全
滅
を
期
す

る
〃
は
労
働
軍
の
勢
で
あ
っ
た
。
云
交
」

と
調
い
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の
と
き
す
で
に
川
崎
・
三
菱
の
大
争

議
の
影
は
し
の
び
寄
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
六
月
二
十
四
日
に
は

三
菱
内
燃
機
職
工
約
一
○
○
名
は
嘆
願
書
を
提
出
。
横
断
組
合
の

承
認
・
団
体
交
渉
権
の
確
認
・
八
時
間
労
働
制
・
賃
上
げ
等
を
要

鱗
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日
華
両
国
の
国
民
感
情
が
次
第
に
悪
化
し
て
き
た
趨
勢
に
あ

っ
た
。
当
時
今
井
嘉
幸
法
学
博
士
は
日
華
親
善
の
立
場
か
ら

国
民
感
情
の
融
和
を
図
ら
ん
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
偶
々
、

江
華
本
神
戸
総
領
事
の
提
唱
が
あ
り
、
書
廷
英
、
何
家

貴
氏
が
登
山
の
愛
好
家
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
期
せ
ず
し
て

同
好
有
志
四
十
数
名
相
集
り
両
国
親
善
の
一
助
と
し
て
、
本

登
山
会
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。

今
井
の
日
華
親
善
へ
の
努
力
の
一
斑
で
あ
る
。

求
し
、
二
十
六
日
に
は
、
神
戸
発
動
機
工
組
合
発
会
式
、
三
○
○

名
余
の
組
合
員
全
員
は
友
愛
会
に
参
加
し
、
三
菱
内
燃
機
の
要
求

の
支
持
を
決
議
し
て
い
る
。
争
議
の
発
端
で
あ
る
。
労
働
者
大
会

の
弁
士
と
し
て
日
野
国
明
・
賀
川
豊
彦
・
岡
成
志
・
久
留
弘
三
・

木
村
錠
吉
・
坂
口
義
治
に
並
ん
で
今
井
嘉
幸
の
名
が
見
え
る
。

川
崎
・
三
菱
の
大
争
議
に
あ
た
っ
て
は
、
賀
川
豊
彦
ら
の
指
導

と
は
別
に
、
今
井
嘉
幸
は
彼
ら
と
同
志
的
な
結
び
つ
き
を
も
ち
つ

つ
、
争
議
の
正
面
に
立
つ
よ
り
、
有
識
者
と
し
て
、
会
社
側
と
の

交
渉
に
任
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
争
議
の
最
終
段
階
で

は
調
停
役
に
立
っ
た
が
、
会
社
側
の
一
歩
も
退
か
な
い
態
度
の
前

に
は
調
停
は
失
敗
に
終
っ
た
。

こ
の
間
に
神
戸
購
買
組
合
（
の
ち
の
神
戸
生
協
・
さ
ら
に
現
在

は
灘
・
神
戸
生
協
と
し
て
合
併
）
の
設
立
に
当
っ
た
り
し
て
い
る

が
、
そ
れ
以
後
直
接
争
議
に
関
係
す
る
こ
と
な
く
、
労
働
学
校
に

出
た
り
し
て
い
る
。

大
正
十
年
十
月
、
大
阪
に
労
働
学
校
が
つ
く
ら
れ
る
と
き
は
、

創
立
委
員
の
筆
頭
に
立
っ
て
い
る
。
総
同
盟
神
戸
連
合
会
に
よ
る

神
戸
労
働
学
校
は
大
正
十
二
年
四
月
の
創
設
だ
が
へ
神
戸
地
方
労

働
組
合
評
議
会
系
の
神
戸
労
働
学
校
は
一
年
お
く
れ
て
大
正
十
三

年
四
月
の
開
設
で
あ
っ
て
、
わ
り
あ
い
詳
し
い
記
録
が
わ
か
る
。

今
井
嘉
幸
は
そ
の
い
ず
れ
に
も
講
師
と
し
て
出
講
し
て
い
る
。

大
正
十
五
年
十
二
月
六
日
、
青
年
会
館
で
「
支
那
時
局
問
題
大

演
説
会
」
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
国
民
党
北
伐
軍
が
呉
侃
学
、
孫

伝
芳
ら
の
軍
閥
を
破
っ
た
時
期
で
あ
る
。
弁
士
は

日
本
側
・
今
井
嘉
幸
、
田
村
市
朗
、
青
柿
善
一
郎
、
久
留
弘

三
、
岡
成
志
、
藤
原
米
蔵

中
国
側
・
鞄
孤
青
、
周
永
志
、
呉
功
補
、
王
晶
塀

鄭
漢
完
、
彦
体
仁
、
荊
嗣
仁
、
干
清
論

今
井
嘉
幸
は
中
国
生
活
の
経
験
が
あ
る
だ
け
に
、
終
始
日
華
親
善

の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
神
戸
登
山
会
の
一
つ
に
神

戸
武
韓
会
と
い
う
の
が
あ
る
が
、
そ
の
沿
革
に
は
次
の
よ
う
に
記

民
国
二
四
年
（
昭
和
一
○
年
）
、
数
年
前
の
東
三
省
事
件
以
来

昭
和
七
年
七
月
の
社
会
大
衆
党
（
委
員
長
安
部
磯
雄
）
の
結
成

に
当
っ
て
、
そ
の
顧
問
に
迎
え
ら
れ
た
あ
た
り
を
最
後
と
し
て
、

戦
争
は
今
井
を
の
み
込
ん
で
い
っ
た
。

昭
和
十
六
年
推
薦
制
に
よ
っ
て
代
議
士
に
当
選
し
、
一
方
、
神
戸

市
協
力
会
議
長
を
勤
め
た
。
そ
れ
が
理
由
と
な
っ
て
、
昭
和
二
十

一
年
追
放
さ
れ
、
二
十
六
年
六
月
追
放
解
除
を
目
前
に
死
亡
し
た
。

「
今
井
の
た
ど
っ
た
挫
折
の
道
ｌ
そ
れ
が
や
が
て
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
の
運
命
と
ま
っ
た
く
軌
を
一
に
し
た
」
と
『
夜
あ
け
の

人
び
と
』
は
評
し
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。

さ
れ
て
い
る
。

×

×

× １
４０
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大丸の優秀品
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明
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物
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Ｉハ
イ
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ン
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☆
エ
レ
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ス

感

常識
職::.

ク リスマス。
お歳薯三に

サ
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ノ
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、
（
Ｕ
〔
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ｎ
）

大丸

心と心のふれあう美しさ. ′お歳暮は
品質･ センス･ 品ぞろえ随一創業2 5 0 年
の大丸でお選び下さいませ
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神 戸

西店/ 三宮センター街・電話３３－８８３６（代）
東店/ 三宮センター街・電話３３－０６２９
三宮店/ さんちかダウン・電話３９－４３０３

東京

銀座北店/ 銀座並木通り・電話5 ７３－５２９８（代）
銀座南店/ 銀座並木通り・電話５７２－４８４７

（京阪神銀座タウン）
渋谷店/ 東急本店・電話4 ６２－３４０９（直）

（５階和装名家街）
日本橋店/ 東急日本橋店・電話2 １１－０５１１（代）

（４階和装名家街）（内線２９４）

■'

き ものと細貨
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4２

骨
型

“ ー

創業百年明治百年
▼▼

；
紳危名

湊川神社正門前

ｂ
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心。『
白

☆
鳳
美
社
感
謝
の
つ
ど
い
を

女
流
書
道
家
の
望
月
美
佐
さ
ん
開
く

神
戸
の
女
流
書
道
家
望
月
美
佐
さ
ん
が
、
加
月
塑

日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
大
ホ
ー
ル
で
、
書
道
家
と

し
て
皿
周
年
を
迎
え
、
鳳
美
社
感
謝
の
つ
ど
い
が
、

師
の
安
藤
聖
空
、
出
口
草
露
氏
な
ど
を
囲
ん
で
二
百

名
が
集
ま
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

望
月
美
佐
さ
ん
は
、
広
島
出
身
で
現
在
神
戸
で
活

躍
中
の
女
流
書
道
家
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
〃
蕊
だ

れ
髪
″
を
放
映
中
、
与
謝
野
晶
子
役
の
渡
辺
美
佐
子

の
短
歌
を
書
く
手
の
代
筆
役
で
一
躍
、
脚
光
を
浴
び

た
人
。
当
日
は
阪
本
勝
、
朝
倉
斬
道
、
足
立
巻
一
、

陳
舜
臣
、
た
か
は
し
も
う
、
春
木
一
夫
、
伊
藤
誠
な

ど
文
化
人
や
書
家
の
参
加
も
多
く
、
ま
た
〃
承
だ

れ
髪
″
で
お
な
じ
承
の
高
森
和
子
も
大
阪
か
ら
か
け

つ
け
る
と
い
う
多
彩
な
顔
ぶ
れ
。

広
島
県
立
第
一
高
女
の
先
生
や
友
人
が
か
け
つ
け

て
激
励
す
れ
ば
、
足
立
巻
一
氏
は
「
最
近
オ
ー
ル
関

西
で
女
人
伝
を
望
月
さ
ん
に
つ
い
て
書
き
ま
し
た
が

☆
神
戸
の
集
い
か
ら露漂騨晒囲霧旺…一 書

に
対
す
る
激
し
い
情
熱
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
が
何
か

を
生
む
女
性
だ
と
感
じ
る
の
で
、
期
待
に
そ
う
べ
く

頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
べ
た
。

場
内
は
振
袖
姿
の
女
性
の
お
弟
子
さ
ん
た
ち
の
美

し
い
サ
ー
ビ
ス
で
終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド
。
渡
辺

美
佐
子
に
似
た
美
人
の
望
月
さ
ん
の
顔
は
、
上
気
し

て
か
い
っ
そ
う
き
れ
い
だ
っ
た
。
八
写
真
上
右
Ｖ

☆
か
わ
ぐ
っ
つ
あ
ん
ガ
ン
パ
ッ
テ
ヤ
の
集
い
開
く

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
Ｏ
Ａ
Ａ
の
世
話
を
や
き
神
戸

新
聞
、
ラ
ジ
オ
関
西
、
ま
た
神
戸
っ
子
の
ド
ラ
イ
プ

メ
モ
な
ど
で
漫
筆
を
走
ら
せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
と
び
ま
わ
り
、
同
友
会
へ
も
顔
を
だ
す

と
い
う
口
八
丁
手
八
丁
の
自
動
車
評
論
家
・
川
口
陽

之
氏
が
独
立
し
て
自
動
車
整
備
工
場
（
垂
水
区
）
を

始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
写
真
右
Ｖ

そ
こ
で
親
し
い
友
人
百
名
が
集
ま
り
、
加
月
四
日

一
三
Ｉ
ポ
ー
ト
ホ
テ
ル
３
階
で
〃
か
わ
ぐ
っ
つ
あ
ん

ガ
ン
パ
ッ
テ
ャ
の
集
い
〃
が
賑
た
し
く
開
か
れ
た
。

三
浦
保
氏
の
司
会
で
、
君
本
昌
久
氏
の
か
わ
ぐ
っ

つ
あ
ん
の
詩
が
朗
読
さ
れ
た
り
、
ラ
ジ
オ
関
西
で
初

め
て
吹
き
こ
ん
だ
声
が
徳
久
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
手

で
流
さ
れ
た
り
、
好
漢
を
ほ
め
た
り
、
イ
ジ
メ
た

り
、
ま
た
奥
さ
ん
と
子
供
さ
ん
へ
花
束
を
贈
っ
た

4３

１

最
近
の
陶
器
ブ
ー
ム
の
お
り
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
神

戸
須
磨
区
に
「
須
磨
愛
陶
会
」
と
い
う
ア
マ
チ
ュ
ア

の
会
が
生
ま
れ
た
。
会
員
は
菅
一
憲
へ
建
設
会
社
）
、

藤
田
好
郎
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
商
）
、
上
田
健
三
（
愛
陶

家
）
、
太
田
し
げ
の
（
不
動
産
業
）
、
荻
原
長
次
郎
（
長

楽
園
経
営
）
、
村
岡
英
馬
（
近
畿
財
務
局
）
、
松
本
大

観
（
写
真
家
）
、
青
木
重
雄
（
白
鶴
美
術
館
）
、
小
倉
尋

富
（
元
陶
芸
家
）
な
ど
の
各
氏
だ
が
、
去
る
十
月
一

日
か
ら
十
日
ま
で
須
磨
寺
内
桜
寿
院
で
創
立
を
兼
ね

て
古
須
磨
焼
展
を
開
い
た
が
、
約
百
七
十
年
前
か
ら

明
治
、
大
正
時
代
へ
か
け
て
焼
か
れ
た
京
焼
系
の
雅

味
と
素
朴
さ
に
あ
ふ
れ
た
珍
品
三
十
数
点
が
並
べ
ら

れ
て
な
か
な
か
好
評
だ
っ
た
。

な
お
、
事
務
所
は
須
磨
区
須
磨
浦
通
四
丁
目
七
・

菅
一
憲
氏
宅
で
、
今
後
須
磨
区
に
住
む
愛
陶
家
を
中

心
に
気
楽
な
つ
ど
い
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
、
会
で
は

語
っ
て
い
る
。

り
、
下
手
な
川
口
っ
あ
ん
の
ピ
ア
ノ
を
聞
か
さ
れ
た

り
多
彩
な
プ
戸
グ
ラ
ム
。
最
後
に
世
紀
の
ミ
ニ
自
動

車
レ
ー
ス
が
舞
台
で
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、
一
位
に
采

ご
と
畑
専
一
郎
氏
が
入
賞
。
ヤ
ン
ヤ
の
拍
手
を
浴
び

た
。
ほ
か
に
大
岩
達
治
、
浜
西
隆
子
、
三
木
谷
良
一
、
田

口
寛
治
、
田
口
博
之
、
梶
真
澄
、
池
田
和
子
、
た
か

は
し
も
う
、
竹
田
洋
太
郎
さ
ん
な
ど
が
集
ま
っ
た
。

☆
須
磨
愛
陶
会
生
ま
る

; 繍灘鍵雷
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郊
外
住
宅
地
の
環
境
と
工
場
団
地
と

い
う
集
団
の
対
立
を
、
生
活
産
業
と
い

う
新
し
い
考
え
方
を
導
入
し
て
、
発
展

的
に
解
決
し
た
い
、
と
考
え
ま
し
た
。

神
戸
と
播
磨
を
つ
な
ぐ
神
戸
明
石
線

の
多
聞
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
北
へ
入

っ
た
瀬
戸
内
海
を
一
望
に
で
き
る
垂
水

の
丘
に
、
洋
家
具
の
発
祥
地
と
い
わ
れ

て
い
る
伝
統
あ
る
神
戸
の
家
具
三
十
七

企
業
が
参
加
し
た
「
神
戸
木
工
セ
ン
タ

ー
」
が
出
来
ま
し
た
。
神
戸
の
高
級
洋

家
具
の
製
造
と
デ
ザ
イ
ン
を
育
て
て
い

こ
う
と
い
う
近
代
化
の
企
画
の
た
め
に

工
場
が
集
団
で
疎
開
し
て
き
た
の
で
す

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
は
、
現
在
は
緑
の

雑
木
林
の
な
か
で
す
。
し
か
し
、
す
ぐ

近
い
将
来
に
、
住
宅
団
地
に
と
り
囲
ま

れ
て
し
ま
っ
て
、
旧
態
以
前
た
る
生
産

工
場
と
い
う
性
格
の
ま
ま
で
は
、
い
つ

く
ひ
ま
も
な
く
、
ま
た
外
へ
出
て
い
け

な
い
な
ど
と
い
う
心
配
が
出
ま
す
。
で

は
、
工
場
と
い
う
よ
り
は
、
工
一
房
と
で

も
い
っ
た
方
向
で
活
動
し
て
い
け
ば
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
生
活
器
具
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
で

一
つ
一
つ
組
み
立
て
ら
れ
て
い
く
集
団

を
、
家
族
づ
れ
で
散
歩
に
き
て
眺
め
る

の
も
結
構
楽
し
い
も
の
で
す
。
か
つ
て

の
城
下
町
の
職
人
町
の
よ
う
に
、
ま
ち

の
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
で
も
い
っ
た

機
能
づ
け
で
す
。
工
芸
高
校
で
も
組
み

合
わ
せ
ら
れ
た
ら
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
と
は
違
っ
た
新
し
い
住
宅
地
の

セ
ン
タ
ー
と
し
て
も
育
っ
て
い
く
で
し

ょ
う
。

（
馬
場
勇
治
）

写真上・神戸木工センター全景
下・工場内

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑨

生
活
工
業
の
ま
ち
の
誕
生水

谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
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守
託

シ
ッ
ク
な
ラ
イ
ト
調
の
洋
館

袖
」
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑨

写真左はシャンデリヤが特徴のある玄関のデザイン右は白い壁と木のコントラストが美しい

建
築
家
フ
ラ
ン
ク
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト

に
よ
る
住
宅
は
有
機
的
と
い
う
言
葉
で

よ
く
言
い
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
人
間
と
い
う
柔
ら
か
い
存
在
と
生

活
と
い
う
多
様
さ
を
包
み
込
ん
で
、
同

じ
よ
う
に
複
雑
な
、
そ
し
て
豊
か
な
展

開
を
み
せ
る
空
間
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
京

の
帝
国
ホ
テ
ル
も
ラ
イ
ト
の
設
計
に
よ

る
も
の
で
、
や
は
り
そ
の
精
微
な
空
間

の
魅
力
と
芸
術
的
価
値
か
ら
保
存
が
叫

ば
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
山
陽
新
幹
線
神
戸
駅
設

置
を
き
っ
か
け
と
し
た
区
画
整
理
で
、

布
引
の
山
す
そ
に
「
ラ
イ
ト
調
」
の
家

が
あ
る
こ
と
が
解
り
ま
し
た
。
斜
面
の

敷
地
を
利
用
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
と
居
間

の
部
分
と
に
た
く
み
な
高
低
差
が
つ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
車
に
対
す
る
配

慮
が
さ
れ
て
な
い
の
が
、
い
か
に
も
時

代
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。
玄
関
は
写
真
の
よ
う
に
、
大
谷
石

の
石
積
と
彫
刻
に
よ
り
端
的
な
装
飾
、

そ
れ
に
外
部
シ
ャ
ン
デ
リ
ヤ
が
重
要
な

役
目
を
は
た
し
て
い
て
、
シ
ッ
ク
で

圃
す
。
ま
た
、
窓
割
の
美
し
さ
や
、
階
段

の
扱
い
は
日
頃
悩
ま
さ
れ
て
い
る
だ
け

に
心
に
と
め
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
プ

ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
テ
イ
ル
が
し
っ

か
り
し
て
い
て
新
し
い
も
の
に
は
な
い

良
さ
が
感
じ
ら
れ
、
取
り
壊
し
さ
れ
る

の
が
残
念
な
家
で
す
。
（
高
月
昭
子
）

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ
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と
こ
ろ
で
サ
テ
ラ
イ
ト
と
は
①
シ
弓
両
目
弓
両
。
衛

星
の
こ
と
。
本
店
の
出
張
店
。
さ
ん
ち
か
サ
テ
ス
タ

は
本
店
が
須
磨
の
ラ
ジ
オ
関
西
。
そ
の
出
張
だ
。

こ
れ
が
東
京
に
出
来
た
て
の
こ
ろ
、
私
は
サ
ー
チ

ラ
イ
ト
・
ス
タ
ジ
オ
と
い
っ
て
叱
ら
れ
た
。

そ
の
東
京
も
こ
と
し
四
月
一
日
で
私
は
三
年
七
カ

月
を
や
り
終
え
た
。
毎
週
土
曜
の
夜
の
六
時
四
○
分

興
河■■■■■■■■■■■■■■■■■●■■■■■■□●■■■■■■

冬の金魚

か
ら
二
○
分
間
。
こ
れ
は
丸
の
内
の
ニ
ッ
ポ
ン
放
送

の
西
銀
座
サ
テ
ス
タ
だ
。

ガ
ラ
ス
戸
の
中
で
マ
イ
ク
に
向
っ
て
し
ゃ
べ
る
。

外
か
ら
ま
る
見
え
。
し
た
が
っ
て
人
だ
か
り
で
一
杯
。

真
夏
は
外
も
明
る
い
。
し
か
し
冬
の
六
時
四
○
分
の

夕
景
は
も
は
や
夕
景
で
な
く
「
夜
」
だ
か
ら
、
ガ
ラ

ス
の
中
の
明
る
さ
。
外
の
暗
さ
で
、
ガ
ラ
ス
内
の
私

は
ま
さ
に
冬
の
金
魚
で
あ
る
。

、
、
、
、

さ
ん
ち
か
サ
テ
ス
タ
で
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
ガ

ラ
ス
の
前
に
長
椅
子
ず
ら
り
の
サ
ー
ビ
ス
の
良
さ
。

東
京
の
西
銀
座
は
シ
ョ
ウ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
一
つ

ぶ
つ
つ
ぶ
し
て
こ
れ
に
当
て
た
の
で
中
は
鰻
の
寝
ど

こ
。
二
人
が
タ
テ
に
は
並
べ
な
い
。
扉
へ
だ
て
た
控

え
室
は
一
人
が
椅
子
に
腰
か
け
る
と
も
う
い
っ
ぱ

い
。
五
人
が
そ
の
控
え
室
に
立
て
ば
背
中
合
せ
胸
合

せ
足
踏
み
つ
け
の
年
の
暮
れ
の
銭
湯
そ
っ
く
り
。

、
、
、
Ｌ

と
芦
」
ろ
が
さ
ん
ち
か
サ
テ
ス
タ
は
そ
の
控
え
室
六

人
が
ゴ
ー
ゴ
ー
を
踊
っ
て
も
大
丈
夫
。
豪
勢
だ
。

こ
こ
は
地
下
街
ゆ
え
雨
が
降
ろ
う
が
雪
が
降
ろ
う

が
心
配
な
い
。
こ
れ
が
西
銀
座
と
な
る
と
雨
、
雪
、

風
と
ガ
ラ
ス
の
外
は
お
気
の
毒
。

秋
雨
の
黒
い
雨
傘
に
街
路
樹
の
枯
葉
一
枚
。
ガ
ラ

ス
の
中
か
ら
そ
れ
を
見
る
と
秋
の
雨
が
「
絵
」
に
な

っ
て
美
し
い
。
雪
の
中
の
ご
見
物
の
傘
が
ボ
タ
ン
雪

で
ゑ
る
み
る
白
く
な
る
。
ガ
ラ
ス
の
中
は
暖
一
房
。

「
ス
ミ
マ
セ
ン
。
ツ
メ
タ
イ
デ
シ
ョ
ウ
」
台
本
一
墨
に

マ
ジ
ッ
ク
で
大
き
く
書
い
た
。
そ
し
て
頭
を
下
げ
た
。

す
る
と
た
く
さ
ん
の
傘
が
ゆ
れ
て
み
ん
な
一
一
コ
一
一
コ

と
「
イ
イ
ご
と
お
顔
を
横
に
振
ら
れ
た
。
あ
り
が

た
く
も
お
や
さ
し
い
。

東
京
の
こ
の
サ
テ
ス
タ
三
年
七
カ
月
毎
週
欠
か
さ

ず
見
え
た
三
人
の
少
年
が
あ
っ
た
。
そ
の
三
人
は
お

互
い
別
だ
の
少
年
。
私
こ
の
三
人
に
一
席
も
う
け
た
。

ラ
ー
メ
ン
、
ヤ
キ
メ
シ
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、
そ
れ
に
．
〈
イ

看
板
に
偽
わ
り
あ
り
で
今
回
の
承
は
ウ
イ
ズ
ア
ウ

ト
・
シ
ネ
マ
お
ゆ
る
し
あ
れ
。

、
、
、
、

』
」
の
あ
い
だ
さ
ん
ち
か
の
サ
テ
ス
タ
に
行
く
。
神

戸
三
宮
地
下
街
サ
テ
ラ
イ
ト
・
ス
タ
ジ
オ
の
こ
と
。

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
世
界
は
な
ん
で
も
秒
読
承
で

一
秒
で
も
倹
約
す
る
。
オ
ケ
ヌ
キ
と
は
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
な
し
伴
奏
ぬ
き
の
こ
と
。
略
称
が
お
好
き
。

☆大盛況のさんちかサテスタ風景

１
４６
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鑑ﾃ゙８

と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
お
礼
し
た
。

、
、
、
、

さ
ん
ち
か
サ
テ
ス
タ
も
西
銀
座
同
様
い
っ
ぱ
い
。

階
段
の
向
う
の
ほ
う
ま
で
人
で
い
っ
ぱ
い
。
は
る
か

向
う
か
ら
一
一
ギ
ニ
ギ
の
合
図
。
こ
ち
ら
も
ガ
ラ
ス
の

中
か
ら
ニ
ギ
ニ
ギ
で
ご
挨
拶
。
前
の
椅
子
席
こ
こ
は

も
う
早
く
か
ら
の
ご
着
席
。
；
：

さ
て
こ
こ
で
は
映
画
の
あ
い
ま
の
レ
コ
ー
ド
音
楽

の
と
き
が
お
し
ゃ
べ
り
係
の
ひ
と
い
き
つ
く
と
こ

ろ
。
紙
切
れ
に
「
オ
モ
シ
ロ
イ
デ
ス
ヵ
」
と
大
き
く

書
い
て
ガ
ラ
ス
戸
の
前
の
男
の
子
ふ
た
り
に
見
せ
て

み
た
。
す
る
と
二
人
は
ウ
ン
と
う
な
づ
い
て
ゴ
ソ
ゴ

ソ
ガ
サ
ガ
サ
。
見
る
と
同
じ
よ
う
に
紙
切
れ
に
何
か

書
い
て
い
る
。
少
年
二
人
そ
れ
を
私
に
か
か
げ
て
見

せ
た
。
「
サ
イ
ン
し
て
ね
」
。
私
は
さ
っ
そ
く
片
手
の

蕊蕊蕊

’
4７

☆放送中のさんちかサテスタ・左ミスタテスタ

駕蕊 蝉
亀

人
指
し
ゆ
び
と
親
指
で
丸
を
つ
く
っ
て
う
な
づ
い
て

見
せ
た
。
少
年
二
人
崩
れ
る
よ
う
に
一
一
ツ
コ
リ
ゲ
ラ

ゲ
ラ
。
こ
れ
が
サ
テ
ス
タ
の
楽
し
き
と
こ
ろ
。

ご
見
物
衆
は
ラ
ジ
オ
放
送
と
は
こ
ん
な
こ
と
を
す

る
ん
だ
な
あ
と
ご
参
考
の
た
め
立
ち
ど
ま
っ
て
の
ご

見
物
。
と
こ
ろ
が
ガ
ラ
ス
の
中
は
大
ぜ
い
い
っ
ぱ
い

の
顔
交
点
倉
の
そ
の
目
が
み
ん
な
こ
ち
ら
を
向
い
て

そ
の
中
で
の
女
性
ア
ナ
と
の
会
話
の
や
り
と
り
。
冬

ぷ
ん
か
く

の
ガ
ラ
ス
鉢
の
金
魚
と
呼
ん
だ
は
文
学
き
ど
り
。
ほ

ん
と
う
は
動
物
園
の
お
猿
さ
ん
。

そ
ん
な
ガ
ラ
ス
内
の
放
送
風
景
や
時
に
は
私
と
ち

が
っ
て
有
名
歌
手
の
ゲ
ス
ト
出
演
で
ガ
ラ
ス
外
の
ご

見
物
も
「
も
う
か
っ
ち
ゃ
っ
た
」
な
の
で
あ
ろ
う
が

…
…
本
当
は
こ
の
サ
テ
ス
タ
一
番
の
お
見
ど
こ
ろ
は

こ
れ
が
ナ
マ
放
送
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。

ラ
ジ
オ
局
の
録
音
テ
ー
プ
に
よ
る
放
送
は
、
そ
れ

が
長
け
れ
ば
切
る
、
い
い
ま
ち
が
え
れ
ば
カ
ッ
ト
、

い
ろ
い
ろ
と
細
工
が
出
来
る
。

と
こ
ろ
が
ナ
マ
と
な
る
と
、
あ
の
時
間
あ
の
ま
ま

ご
家
庭
に
ま
た
は
走
る
車
の
中
の
ラ
ジ
オ
に
と
、
と

び
こ
ん
で
ゆ
く
。
一
秒
た
り
と
も
時
間
の
オ
ー
バ
ー

は
許
る
さ
れ
な
い
。
そ
れ
で
口
か
ら
出
ま
か
せ
に
し

ゃ
べ
る
よ
う
な
顔
を
し
な
が
ら
実
は
女
性
ア
ナ
は
大

変
な
気
の
つ
か
い
よ
う
。
そ
ば
で
係
員
が
両
手
の

指
さ
き
を
ペ
ケ
の
字
に
合
せ
る
と
「
も
う
止
め
ろ
、

時
間
い
っ
ぱ
い
」
の
サ
イ
ン
。
両
手
の
指
で
ビ
モ
で

も
ひ
っ
ぱ
る
よ
う
伸
す
と
「
ま
だ
時
間
あ
ま
っ
て
ま

っ
せ
、
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
し
な
さ
い
」
の
サ
イ

ン
。
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
こ
わ
い
の
は
私
の
よ
う
に

台
本
を
見
な
い
で
し
ゃ
べ
る
奴
。
な
に
を
い
い
出
す

か
わ
か
ら
な
い
。
思
わ
ず
い
い
気
に
な
っ
て
サ
ル
マ

タ
だ
と
か
フ
ン
ド
シ
な
ど
と
言
お
う
も
の
な
ら
殺
気

だ
っ
た
目
で
ピ
シ
リ
と
係
員
か
ら
晩
ま
れ
る
。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



8ヤ

卦皇鴎￥草田圏受窒肇;o量刺草
卦酵早壬年罫'ｙ９＃〉笛tIj,利土

磐晦師鰐型

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



難
獣
だ
と
い
わ
れ
る
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
蕃
殖
に
み
ご
と
成
功

し
た
の
は
神
戸
だ
け
。
そ
の
六
甲
森
林
植
物
園
の
「
カ
モ
シ
カ
一

頭
が
脱
出
、
姿
を
消
し
た
″
」
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
た
の
は
七

月
九
日
、
市
ケ
原
の
山
津
波
、
宇
治
川
ビ
ル
街
を
な
ぎ
倒
し
た
集

中
豪
雨
の
あ
と
、
二
日
目
の
朝
で
あ
っ
た
。

ず
ぶ
濡
れ
の
雨
合
羽
に
た
た
き
つ
け
る
雨
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
幾

回
と
な
く
、
カ
モ
シ
カ
を
か
ぞ
え
る
岡
田
貞
夫
飼
育
係
が
、
ど
う

し
て
も
オ
ス
親
〃
カ
モ
吉
″
の
姿
が
見
当
ら
な
い
こ
と
を
発
見
し

た
。
広
さ
約
二
、
○
○
○
平
方
勝
の
放
養
式
飼
育
場
の
東
寄
り
、

高
さ
三
溺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
外
壁
下
部
が
巾
約
五
場
に
わ
た
っ
て

濁
流
に
洗
わ
れ
、
ポ
ッ
カ
リ
大
穴
を
あ
け
て
い
た
の
だ
。
彼
は
た

だ
ち
に
応
援
を
得
て
、
残
る
メ
ス
親
と
仔
の
計
四
頭
の
脱
出
を
防

ぐ
た
め
、
え
ぐ
り
流
さ
れ
た
穴
に
土
の
う
を
積
み
あ
げ
て
応
急
的

に
そ
の
穴
を
閉
じ
た
。

知
ら
せ
を
受
け
た
私
は
応
援
に
出
よ
う
と
し
た
が
、
六
甲
山
系

い
た
る
と
こ
ろ
、
山
は
だ
を
え
ぐ
ら
れ
、
裏
六
甲
と
の
通
信
さ
え

絶
え
が
ち
。
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
は
寸
断
さ
れ
、
な
す
す
べ
は
ま
っ

た
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
私
の
体
験
か
ら
〃
必
ず
餌
場
に

は
、
も
ど
っ
て
く
る
〃
こ
と
を
確
信
し
、
た
と
え
姿
を
見
せ
て
も

絶
対
に
追
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
行
動
を
静
か
に
詳
察
し
て
お

く
よ
う
に
伝
え
た
。

猿
類
、
一
一
ホ
ン
シ
カ
、
さ
ら
に
ゾ
ウ
、
鳥
類
と
い
わ
ず
脱
出
事

故
を
幾
回
と
体
験
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
必
ず
脱
出
し
た

同
じ
破
損
穴
か
ら
も
ど
っ
て
き
た
と
こ
ろ
を
捕
え
た
の
で
あ
る
。

今
度
の
カ
モ
シ
カ
の
場
合
、
三
度
も
蕃
殖
し
た
生
棲
地
か
ら
は
、

よ
ほ
ど
悪
条
件
が
起
き
な
い
限
り
、
一
群
揃
っ
て
移
動
す
る
こ
と

は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
オ
ス
親
〃
カ
モ
吉
″
が
脱
出
し
た

の
は
単
独
の
逃
亡
行
動
で
は
な
く
、
オ
ス
親
と
し
て
一
家
五
頭
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
居
住
区
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
ナ
ワ
簿
ハ
リ
）
確
認

行
動
の
一
種
に
ち
が
い
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

一
方
、
私
達
は
、
。
毎
日
の
よ
う
に
森
林
植
物
園
か
ら
の
連
絡
を

待
っ
た
が
、
一
週
間
を
す
ぎ
る
頃
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
姿
が
見
当
ら

ず
、
野
犬
に
で
も
追
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

失
望
の
報
告
と
同
時
に
〃
七
月
豪
雨
に
カ
モ
シ
カ
行
方
不
明
″

と
、
各
新
聞
社
に
大
き
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
遂
に
山
狩
り

作
戦
を
計
画
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
、
こ
の
山
狩
り
作

戦
に
、
は
じ
め
か
ら
賛
成
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
誘
導

捕
獲
、
す
な
わ
ち
、
現
在
の
飼
育
場
を
仮
柵
で
仕
切
り
、
残
る
四

頭
の
親
仔
カ
モ
シ
カ
を
中
央
で
分
離
し
、
カ
モ
吉
の
脱
出
口
を
さ

ら
に
大
き
く
開
け
、
メ
ス
親
や
仔
の
糞
尿
や
餌
で
誘
導
す
る
以
外

捕
獲
の
成
功
は
、
ま
ず
望
め
な
い
と
信
じ
て
い
た
か
ら
だ
。

〃
カ
モ
吉
″
脱
出
後
、
二
週
目
の
午
前
十
時
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

か
ら
二
○
名
の
災
害
救
助
隊
の
応
援
も
得
て
、
総
勢
四
○
名
が
、

五
方
面
の
山
峰
か
ら
飼
育
場
に
向
っ
て
〃
カ
モ
吉
″
の
姿
を
追
っ

た
。
し
か
し
二
時
間
に
渡
る
行
軍
に
も
赤
マ
ム
シ
一
匹
を
捕
獲
し

た
ほ
か
は
、
〃
カ
モ
吉
″
の
姿
を
全
く
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
各
班
の
脱
糞
や
蹄
跡
確
認
か
ら
、
〃
カ
モ
吉
″

の
行
動
範
囲
が
、
明
ら
か
に
飼
育
場
周
辺
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

つ
ま
り
常
に
飼
育
場
へ
〃
も
ど
ろ
う
〃
と
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ

き
り
と
確
認
さ
れ
た
。

脱
出
し
た
〃
カ
モ
吉
″
は
お
そ
ら
く
元
の
出
口
に
も
ど
っ
て
き

て
は
近
く
の
樹
影
か
ら
、
穴
の
閉
切
り
作
業
を
見
つ
め
て
い
た
に

ち
が
い
な
い
。
閉
さ
れ
た
土
の
う
に
、
〃
カ
モ
吉
″
は
、
入
る
こ

と
が
で
き
ず
、
放
養
場
周
辺
を
毎
夜
の
よ
う
に
物
色
し
て
歩
い
た

の
だ
ろ
う
。

遂
に
、
飼
育
場
を
高
さ
三
崎
の
仮
柵
で
二
分
す
る
こ
と
に
決
ま

り
、
着
工
が
す
ん
で
、
そ
の
翌
日
の
こ
と
で
あ
る
。

〃
カ
モ
吉
″
の
安
否
を
気
づ
か
う
あ
ま
り
、
寝
食
を
忘
れ
て
ゲ

ッ
ソ
リ
疲
労
を
浮
べ
な
が
ら
、
今
日
こ
そ
は
と
、
ひ
そ
か
に
期
待

を
胸
に
秘
め
た
岡
田
貞
夫
飼
育
係
の
両
眼
に
〃
カ
モ
吉
″
の
姿
が

飛
び
込
ん
で
き
た
。
彼
は
必
死
で
〃
カ
モ
吉
″
が
通
り
す
ぎ
た
脱

出
口
を
土
の
う
で
塞
い
だ
。
そ
の
重
い
土
の
う
の
上
に
は
、
彼
の

頬
を
つ
た
っ
て
熱
い
も
の
が
し
た
た
り
落
ち
た
。
彼
は
仕
切
ら
れ

た
金
ア
ミ
を
忘
れ
、
妻
に
そ
し
て
我
が
仔
に
よ
り
そ
っ
て
対
面
す

る
美
し
い
カ
モ
シ
カ
の
姿
に
生
き
て
帰
っ
て
く
れ
た
喜
び
に
新
た

な
感
涙
を
お
ぼ
え
た
と
い
う
。
そ
の
日
は
脱
出
以
来
十
八
日
目
で

あ
っ
た
。

八
王
子
動
物
園
飼
育
係
・
写
真
も
Ｖ

’
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☆第２１回甲子園ボウル☆第２１回甲子園ボウル

勝ったのだ。、関学、よくやったぞ〃の声は当日のスタンドに満ち満ち、その瞬間、早くも甲子園ポウルへの期待は一ぱい
にふくれ上ったといえる。
さて、両雄相対して今度の甲子園ポウルはどんな試合を致せてくれるだろうか？関学の、自由′に対して日大の、統制′
とよくいわれた。関学チームは昔からかなり自由な雰囲気の中で学生スポーツを追求してきた。それでいて昭和2 4 年以来、
現在まで関西学生リーグの覇権を連続して取りつづけ、今度で1 9 回目になる。東西の学生スポーツを通じてリーグ1 9 連覇と
いう記録はどこにもない。これは関学フットボール部が誇らかに有する記録である。ところがその間に全国の王座戦である
甲子園ポウルでは５勝２引分1 1 敗と、あまりかんばしくはない。それだけに今年はやりそうだとなると、フットボール・フ
アンたる者．大いに眼の色を変えるはずである。
１２月1 0 日（日）午後２時。号砲一発、甲子園ポウルはスタートする。２時間の激突ののち、最後に笑う者はダレか？実の
ところ、以上書いてきたところは痛切な神戸っ子の願いであって、正直なところ、勝負はどう転ぶか判らない。ただいえる
ことは今年こそは客観材料、五分と五分ということだ。これまでやはり関学はどこか負い目をもって甲子園ポウルを戦って
きた。それが今年はないといえるのだ。頑張れ、頑張れと、ひたすら念ずるしかないような気がする。
神戸っ子の皆さん、相ともに関学フットボール部の勝利を祈ろうではありませんか。

アメリカンタッチのボア付カーコート、舶来トレンチシーラッブコート等豊富に揃っております

繍金鍾妻雪 廷LEONARDOSTRASSIRASSl 灘少蝋醤虹
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鍵愚
、 躍翻

★第２１回甲子園ボウル☆第１８回甲子園ボウル観客席

☆関学勝つか？第２２回甲子園ボウル

甲子園ポウルが近づいた。今年は観客一万を優に越え、一万五、六千人を集めるのではないかともっぱらの評判である。
というのも地元から連年出場する関学が今年こそ勝ってくれるだろうという嬉しい期待があるからだ。実際これまでの関学
チームは多くの人左から愛され、絶大な声援を受けながら、ちっとも神戸っ子をスカッとさせてくれなかった。一昨年、立
教とやった時も前半大きくリードしながら、後半に追いつかれて引分、王座預りというじれったさである。今年はそんなこ
とはないだろうな。きっと勝ってくれるだろうなと、どこかで気にしながら、それでもファンは見に来てくれる。有難いも
のである。
今年で2 2 回目の甲子園ポウル、もう十年つづけて見ているんだというファンはざらにいる。一度見るとその雰囲気に魅せ
られて毎年、毎年、冬のその時期になるとスタンドに腰を下しにくる。一昔前はベンチに大きな火鉢を持ちこんだ時もあっ
た。見にくる人も大変だ。それぞれに防寒の用意をして、吐く息も白く、しかも眼をこらしてグラウンドを見つめる。仲々
に有難いものである。
この春、関学は西宮球技場で日大を破った。この1 1 年ぶりの対日大の勝利は前半１２－０と負けていたのを引つくり返して
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■’Ⅷ珊剛
C 珊憂S 宝班朋

今年の
クリスマスも
お約束します

あなたの
まごころと
センスあるお買物を
金の包装紙と
金のリボンで
おつつみします

r託-証'誼、もも･出･･鮎ﾛ晶.｡｡,尭・誌･畠･凸･ZL託･畠･恋,占・･占識贈職職思:占識革f銭6:;M･や癖荊■&*･鞍･羊:晶二学¥織古無秤

若人の服飾《マック》

嘘 ＭＡＣ
☆三宮本店／神戸センター街迂⑲0 8 9 5 ☆トアロード店／セ
ンター街西口垂⑲0 8 9 6 ☆新開地店／新開地本通り壷⑮7 6 8 8
★姫路店☆京都店

ｍＩＲＩＷｌＤ
Ｉ) 剛C 畑匪S S 剛

ドイツ式＝ハム、ソーセージ、ベーコ
ン類スコッチ式＝スモークサーモン
その他魚類燥製、内外チーズ、バター
高級食料品、缶詰類

☆世界の食料品の店

トア・ロード
デリカテッセン

神戸三宮トア・ロードＴＥＬ（3 3 ）６５３５
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ロ

＊ バラエティなフレーム
＊チャームポイントは
世界のフレームから…

光学品各種品揃

唾＞
祁戸眼鏡院

元町店・元町３丁目壷、１２１２代表

三宮店・さんちかタウン壷⑲1 8 7 4 ～５

識

《霧
チョコレート＊キャンディ

ゴンニ誤ヤロフ
神戸市生田区加納町４の１
直売店／さんちかスイーツタウン
大丸／そごう／三越／阪急各百貨店

5４
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1 0 0 0 名様を豪華な
お食事にご招待／ 幕 ☆コトブキ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
クリスマスプレゼントセール
コトブキ特製クリスマスケーキ、またはアイ
スデコレーション型ケーキをお買上げいただき
ますと、１０００名様に当る《お食事ご招待券》
が、箱の中に入っております。（テ蔦コレーシ
ョンケーキは箱のブタの雲 ｲ 則に、アイステ§コ
レーションケーキはケーキ皿の下に）
お当りになられた方は、コトフ筆キレストラン
またはお座敷でのデラックスなお食事を召し
上っていただきます。ご期待ください。

円
】

可

まもなく、クリスマスがやってまいります。

ことしも、明るく、あたたかな家庭ですごす

クリスマスをお楽しみになる方が多いことでしょう。
たのしいホーム・クリスマスパーティーにはぜひ

コトブキ特製のケーキをご用意ください。

☆☆☆ｼ 鋳☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
お菓子のニヱ膜了菖津

嘉本舎甫

剛I{1Ｗ尋 ＃
畢
剛

神戸市生田区北長狭通’－１９．ＴＥＬ神戸( 0 7 8 ）‐３９－８６８１
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気品と風格のある

本格派のおしゃれは

セリザワの

紳士コーナーで. ノ

＊紳士服飾＊

企切■ザ可
神戸・大丸前／3 ３－３９００
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毒 測 ・ 片 洪 到 、 路 ｌ ﹈ ① 。 、

川 副 侍 ｙ 、 １ 覇 、 諺 ｌ 心 、 画 心

唯 吾 敏 号 、 ｑ Ｖ 、 諺 Ｉ 心 、 画 の

渇 到 ・ 剤 跡 珂 海 臨 画 畏 藷 爵 、 巴 ﹈ １ 。 、 樟 骨

渇 凱 醐 諒 爵 Ｉ 荒 助 爵 、 念 画 Ｉ 幽 函 ① ①

弧 雲 ・ 謡 ＃ 汁 計 、 鴎 １ ｍ 得 、 鐸

茜 累 ・ を 粁 庁 さ ↑ 僻 、 鵠 Ｉ 樫 図 画 】

で
ｌ
ｒ
Ｉ
郷
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で
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、
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